
 

 

 『手話でつながるろう児ときょうだい』 

 ～我が家の言語は、手話と日本語～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師 平
たいら

 英司
えいじ

 氏 

日 時：2025年 11月 16日（日）13:30〜15:30 

会 場：川崎市聴覚障害者情報文化センター研修室 

        （中原区井田三舞町 14番 16号、元住吉駅徒歩約 12分） 

参加費：無料   ※手話通訳が付きます 

 

最近、手話が言語であるということが社会的に認知されるようになり、日本手話を用いてろう児を育てる家庭も見られるよう

になりました。聞こえる親や聞こえるきょうだいがいる場合、家庭内で日本手話と日本語が共存する 2言語（バイリンガル）の

家庭になります。音声言語と手話言語という２つの言語にふれて、聞こえる子どもたちは混乱しないのでしょうか。 

本講演では、ろう児を手話で育てる聞こえる親の家庭でのコミュニケーション、特に、 

聞こえるきょうだいのコミュニケーションの様子についてお話をお聞きします。 

 

※この講演会は日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 「日本語と日本手話のバイリンガル児の言語

使用に関する質的調査」の研究成果報告として実施されます。 

川崎市ろう者協会主催 講演会 

２０２５年１１月１０日発行増刊通巻第１０４２５号 川ろう協だより４５５号 -付録- 

※11月 15日(土)：前日に交流会があります。18時頃から開始予定。 

当てはまるところに〇で囲んで下さい。 

（ ）11月 16日(日)講演会に参加します （ ）11月 15日(土)交流会に参加します 

お名前                

連絡先（メール or FAX）                                               

申込み先：FAX 044－752－5559 E-mail： kawasaki.deaf.association@gmail.com 

 

・国立民族学博物館人類基礎理論研究部プロジェクト研究員 

・関西学院大学手話言語研究センター客員研究員 

・関西西学院大学人間福祉学部「日本手話」非常勤講師 

・手話通訳士 

国立障害者リハビリテーション学院手話通訳学科卒業。関西学院

大学卒業後、障害者職業カウンセラーとして勤務するかたわら、

ろう児のためのフリースクールに関わる。2005年から関西学院大

学大学院言語コミュニケーション文化研究科にて、日本手話と日

本語の 2言語環境で育つ子どもたちの言語使用について研究を開

始。2008年、言語教育学修士号を取得。 

※お詫び・１７時を

１８時に変更しまし

た。 


